
地区名 四川目(よかわめ)地区 所在 青森県三沢市四川目 石碑 青森 001 

◆津波石碑の概要 

  ◆対象津波：昭和三陸地震津波 

◆類  型：教訓型 

◆碑文が伝えるもの 

  記録 予兆 避難 居住 美談 

  ○ ○    

 

 

 

 

 

 

 

◆建立場所：社寺（金毘羅神社） 

◆対象津波の浸水線との関係：線上 

◆東日本大震災の津波の浸水：線上 

◆大 き さ：高 330 ㎝幅 98 ㎝厚 98 ㎝ 

◆標  高：8m 

◆碑文の内容 

(表面) 

 

 

 

 

 

 

(裏面) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①海嘯：潮津波の意。 
②救恤：困っている人に見舞いの金や品を与えて救うこと。 
③無窮：果てしないこと。無限。 
④孜々：熱心に努め励む様子。 
⑤翕然：多くのものが一つに集まり合う様子。 
⑥云爾：文の末尾に置いて、上文の内容を強調する語。「これに他ならぬ」の意味。 

◆主な参考資料 

卯花政孝(2002)｢三陸沿岸の津波石碑･標石(墓石含む)青森県三沢市～岩手県岩泉町｣『津波工学研究報

告第 19 号』東北大学 
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